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こ
の
度
、
事
業
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

県
の
最
低
賃
金
や
、
県
下
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
単
価
を
参
考
に
協
議
さ
れ
、
理
事
会

に
お
い
て
単
価
改
正
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

配
分
金
単
価
の
値
上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

発
注
者
様
の
大
き
な
経
済
負
担
と
な
り
ま

す
。
本
部
事
務
所
及
び
各
事
務
所
か
ら
事

前
の
お
願
い
を
行
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
も
見
積
時
及
び
就
業
前
に
は
、
必
ず
配

分
金
単
価
の
値
上
げ
に
つ
い
て
ご
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。
又
、
長
年
維
持
し
て
参

り
ま
し
た
１３
％
の
事
務
費
率
も
こ
の
た
び

１５
％
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
併
せ
て
発
注
者
様
へ
ご
理
解
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

不
明
な
点
が
ご
ざ
ま
し
た
ら
事
務
局
若
し

く
は
各
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
．
改
正
時
期

　
　
令
和
五
年
四
月
一
日
就
業
分
か
ら

配
分
金
見
積
基
準
単
価
及
び

　
　事
務
費
率
の
改
正
に
つ
い
て

【2】配分金見積基準単価

 13%    　　　  15%

【1】事務費

　毎
月
第
２
・
３
水
曜
日
　
九
時
か
ら
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

　豊
北
町
・
豊
浦
町
・
豊
田
町
・
菊
川
町

に
お
住
い
の
方
は
、
各
事
務
所
に
て
随
時

受
付
ま
す
。 

 
 

 

令
和
五
年
度
　

新
入
会
員
説
明
会
の
開
催
日
程  

 
 

 

現 行

 4月19日

 5月10日

 5月17日

 6月14日

 6月21日

 7月12日

 7月19日

 8月  9日

新入会員説明会の日程

職　　種

家事援助サービス

屋外・屋内清掃、除草

草刈

剪定

大工・左官・塗装

850円

850～900円

1,050～1,250円

1,250円

880円

880～940円

1,100～1,300円

1,300円

1,700円（2時間以内）
２時間超１時間毎850円

1,760円（2時間以内）
２時間超１時間毎880円

改　　正
（R5年4/1就業分から）現　　　行

配分金見積基準単価（1時間当り）

改　正
（R5.4/1
  就業分から）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

【
開
設
日
程
】

毎
月
、
第
３
金
曜
日

開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ
の

商
品
券
を
進
呈
！

　
会
員
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会
し
た

場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入

会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は

イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し

ま
す
。
　

　
申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
に
ち

　
を
要
し
ま
す
。準
備
が
出
来
次
第
ご
連
絡

　
い
た
し
ま
す
の
で
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
員
に
な
れ
る
条
件

　
　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
で
健
康
で

　
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
入
会
説
明
会
を

　
受
講
し
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

　
い
た
だ
け
る
方
。
会
費
を
納
入
し
て
い

　
た
だ
け
る
方
。

入
会
相
談
窓
口
開

 8月16日

 9月13日

 9月20日

 10月11日
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第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
月
十
九
日（
水
）

議
　題

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
長

　
　
及
び
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
内
容
に
つ
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

議
　題

○
　
中
期
基
本
計
画
策
定
原
案
の
検
討

○
　
第
三
回
策
定
委
員
会
の
日
程

第
三
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日（
水
）

議
　題

○
　
中
期
基
本
計
画
策
定
原
案
の
検
討

日
　
時
　
令
和
五
年
六
月
二
日（
金
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
か
ら

場
　
所
　
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
メ
ラ
ル
ド
の
間

　
今
年
度
で
四
十
二
回
目
と
な
り
ま
す

「
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
」を
六
月
二
日（
金
）

十
三
時
か
ら
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス（
エ
メ

ラ
ル
ド
の
間
）に
て
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
総
会
は
、令
和
五
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
報
告
、
令
和
四
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
承
認
な
ど
を
行
う
会
議
で

す
。

　
五
月
中
旬
頃
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

総
会
案
内
に
は
、
議
案
書
・
出
欠
票
・
第

五
次
中
期
基
本
計
画
・
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
欠
票
に
出
欠

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
必
ず
委
任
状
欄

に
も
住
所
・
氏
名
を
自
署
の
う
え
期
限
ま

で
に
返
信
用
封
筒
に
て
投
函
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
総
会
参
加
者
に
対
し
粗
品
の
配
付
は
し

　
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
総
会
当
日
の
本
部
事
務
所
は
、

職
員
数
名
で
の
事
務
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
第
四
・
五
・
六
回
理
事
会

を
開
催
し
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

第
四
回
理
事
会

開
催
日

　
令
和
四
年
九
月
二
十
九
日
（
木
）

報
告
事
項

・
理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務

　
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
一
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　

　
会
計
関
係
書
類
等
の
処
分
の
件

第
三
号
議
案
　

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件

第
四
号
議
案
　

　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
設

　
置
要
綱
の
制
定
の
件

第
五
号
議
案
　

　
配
分
金
見
積
基
準
単
価
の
改
正
（
案
）

　
承
認
の
件

第
六
号
議
案
　

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
十
四
名
が
入
会

理
事
会
報
告

第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
九
月
十
四
日（
水
）

議
　題

○
　
配
分
金
見
積
基
準
単
価
の
改
正
に
つ

　
　
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
五
年
一
月
十
九
日
（
木
）

議
　題

○
　
入
会
説
明
会
に
つ
い
て

○
　
草
刈
機
使
用
作
業
に
お
け
る
賠
償
事

　
　
故
の
軽
減
対
策

　
第
二
回
安
全
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
日
　
令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日（
木
）

報
　告

○
　
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
故

　
　
状
況
報
告

○
（
公
社
）
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン  

　
　
タ
ー
の
事
故
状
況
報
告

○
　
安
全
巡
回
指
導
報
告

議
　題

○
　
令
和
五
年
度
月
別
安
全
適
正
就
業
推

　
　
進
計
画

○
　
令
和
五
年
度
安
全
巡
回
指
導
に
つ
い

　
　
て

○
　
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の

　
　
徹
底
及
び
賠
償
事
故
の
軽
減
対
策
に

　
　
つ
い
て

第
二
回
普
及
啓
発
推
進
委
員
会

総
務
運
営
委
員
会

　
総
務
運
営
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
九
月
二
十
日
（
火
）

議
　題

○
　
令
和
四
年
度
第
一
回
収
支
補
正
予
算

　    

(案
)に
つ
い
て

○
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の

　
　
一
部
改
正
(案
)に
つ
い
て

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

　
　
設
置
要
綱
(案
)の
制
定
に
つ
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
五
年
三
月
十
七
日
（
金
）

議
　題

○
　
令
和
四
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算

　   

(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
七
年
度
特
定
費
用
準
備
資
金
の

　
　
保
有
に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
事
業
計
画
(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
収
支
予
算
(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
開
催
(案
)に

　
　
つ
い
て

○
　
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人

　
　
材
セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費

　
　
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
定
(案
)

　
　
に
つ
い
て

○
　
職
員
退
職
手
当
規
程
の
一
部
改
正
　

　   

(案
)に
つ
い
て

事
業
推
進
委
員
会

第
二
回
安
全
管
理
委
員
会

　
事
業
推
進
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

　
第
二
回
普
及
啓
発
推
進
理
委
員
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
就
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

開
催
日
　
令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）

議
　題

○
　
継
続
就
業
会
員
状
況
に
つ
い
て

剪
定
・
草
刈
班
リ
ー
ダ
ー
等
交
流
会

（
ス
マ
ホ
教
室
出
前
講
座
）

令
和
五
年
度

　定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

 
 

 
 

第
五
回
理
事
会

開
催
日
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日
（
月
）

報
告
事
項

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
二
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　

　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
八
十
一
名
が
入
会

第
六
回
理
事
会

開
催
日
　
令
和
五
年
三
月
二
十
四
日（
金
）

報
告
事
項

・
理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務

　
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
七
年
度
特
定
費
用
準
備
資
金
の
保

　
有
決
議
の
件

第
二
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
三
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
四
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
収
支
予
算
等（
案
）承
認
の
件

第
五
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
開
催
の
決
議
の
件

第
六
号
議
案
　

　
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に

　
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
定
す
る
件

第
七
号
議
案
　

　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
承
認
の
件

第
八
号
議
案
　

　
職
員
退
職
手
当
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

第
九
号
議
案
　

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
三
十
七
名
が
入
会

就
業
調
整
委
員
会

　
令
和
五
年
一
月
十
日（
火
）豊
北
事
務
所

隣
の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
地
区
班
会
議

を
行
い
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
十
名
で
し

た
。

議
　題

・
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

・
豊
北
地
域
合
同
会
議
に
つ
い
て

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
一
月
二
十
四
日（
火
）勝
山
公

民
館
に
て
、
剪
定
及
び
草
刈
班
リ
ー
ダ
ー

会
員
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
流

会
の
前
に
講
師
に
サ
ン
テ
レ
コ
ム
さ
ん
を

お
招
き
し
て
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
二
十

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

豊
北
地
域
地
区
班
長
会
議

開
催
日
　
令
和
五
年
二
月
二
十
二（
水
）

報
　告

○
　
第
一
回
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
後
の

　
　
活
動
等
に
つ
い
て

議
　題

○
　
令
和
五
年
度
の
普
及
啓
発
推
進
委
員

　
　
会
実
施
計
画（
案
）に
つ
い
て

議
　題

○
　
安
全
就
業
に
つ
い
て

○
　
接
遇
に
つ
い
て

○
　「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
適
正
就

　
　
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て

○
　
配
分
金
・
事
務
費
の
改
定
に
つ
い
てスマホ教室出前講座剪定・草刈班リーダー等交流会
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第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
月
十
九
日（
水
）

議
　題

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
長

　
　
及
び
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
内
容
に
つ
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

議
　題

○
　
中
期
基
本
計
画
策
定
原
案
の
検
討

○
　
第
三
回
策
定
委
員
会
の
日
程

第
三
回

開
催
日
　
令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日（
水
）

議
　題

○
　
中
期
基
本
計
画
策
定
原
案
の
検
討

日
　
時
　
令
和
五
年
六
月
二
日（
金
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
か
ら

場
　
所
　
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
メ
ラ
ル
ド
の
間

　
今
年
度
で
四
十
二
回
目
と
な
り
ま
す

「
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
」を
六
月
二
日（
金
）

十
三
時
か
ら
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス（
エ
メ

ラ
ル
ド
の
間
）に
て
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
総
会
は
、令
和
五
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
報
告
、
令
和
四
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
承
認
な
ど
を
行
う
会
議
で

す
。

　
五
月
中
旬
頃
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

総
会
案
内
に
は
、
議
案
書
・
出
欠
票
・
第

五
次
中
期
基
本
計
画
・
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
欠
票
に
出
欠

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
必
ず
委
任
状
欄

に
も
住
所
・
氏
名
を
自
署
の
う
え
期
限
ま

で
に
返
信
用
封
筒
に
て
投
函
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
総
会
参
加
者
に
対
し
粗
品
の
配
付
は
し

　
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
総
会
当
日
の
本
部
事
務
所
は
、

職
員
数
名
で
の
事
務
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
第
四
・
五
・
六
回
理
事
会

を
開
催
し
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

第
四
回
理
事
会

開
催
日

　
令
和
四
年
九
月
二
十
九
日
（
木
）

報
告
事
項

・
理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務

　
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
一
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　

　
会
計
関
係
書
類
等
の
処
分
の
件

第
三
号
議
案
　

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件

第
四
号
議
案
　

　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
設

　
置
要
綱
の
制
定
の
件

第
五
号
議
案
　

　
配
分
金
見
積
基
準
単
価
の
改
正
（
案
）

　
承
認
の
件

第
六
号
議
案
　

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
十
四
名
が
入
会

理
事
会
報
告

第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
九
月
十
四
日（
水
）

議
　題

○
　
配
分
金
見
積
基
準
単
価
の
改
正
に
つ

　
　
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
五
年
一
月
十
九
日
（
木
）

議
　題

○
　
入
会
説
明
会
に
つ
い
て

○
　
草
刈
機
使
用
作
業
に
お
け
る
賠
償
事

　
　
故
の
軽
減
対
策

　
第
二
回
安
全
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
日
　
令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日（
木
）

報
　告

○
　
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
故

　
　
状
況
報
告

○
（
公
社
）
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン  

　
　
タ
ー
の
事
故
状
況
報
告

○
　
安
全
巡
回
指
導
報
告

議
　題

○
　
令
和
五
年
度
月
別
安
全
適
正
就
業
推

　
　
進
計
画

○
　
令
和
五
年
度
安
全
巡
回
指
導
に
つ
い

　
　
て

○
　
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の

　
　
徹
底
及
び
賠
償
事
故
の
軽
減
対
策
に

　
　
つ
い
て

第
二
回
普
及
啓
発
推
進
委
員
会

総
務
運
営
委
員
会

　
総
務
運
営
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日
　
令
和
四
年
九
月
二
十
日
（
火
）

議
　題

○
　
令
和
四
年
度
第
一
回
収
支
補
正
予
算

　    

(案
)に
つ
い
て

○
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の

　
　
一
部
改
正
(案
)に
つ
い
て

○
　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

　
　
設
置
要
綱
(案
)の
制
定
に
つ
い
て

第
二
回

開
催
日
　
令
和
五
年
三
月
十
七
日
（
金
）

議
　題

○
　
令
和
四
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算

　   

(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
七
年
度
特
定
費
用
準
備
資
金
の

　
　
保
有
に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
事
業
計
画
(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
収
支
予
算
(案
)に
つ
い
て

○
　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
開
催
(案
)に

　
　
つ
い
て

○
　
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人

　
　
材
セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費

　
　
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
定
(案
)

　
　
に
つ
い
て

○
　
職
員
退
職
手
当
規
程
の
一
部
改
正
　

　   

(案
)に
つ
い
て

事
業
推
進
委
員
会

第
二
回
安
全
管
理
委
員
会

　
事
業
推
進
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

　
第
二
回
普
及
啓
発
推
進
理
委
員
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
就
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
し
た
。

開
催
日
　
令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）

議
　題

○
　
継
続
就
業
会
員
状
況
に
つ
い
て

剪
定
・
草
刈
班
リ
ー
ダ
ー
等
交
流
会

（
ス
マ
ホ
教
室
出
前
講
座
）

令
和
五
年
度

　定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

 
 

 
 

第
五
回
理
事
会

開
催
日
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日
（
月
）

報
告
事
項

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
二
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　

　
第
五
次
中
期
基
本
計
画
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
八
十
一
名
が
入
会

第
六
回
理
事
会

開
催
日
　
令
和
五
年
三
月
二
十
四
日（
金
）

報
告
事
項

・
理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務

　
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

・
事
業
実
績
の
報
告

・
予
算
執
行
状
況
の
報
告

・
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案
　

　
令
和
七
年
度
特
定
費
用
準
備
資
金
の
保

　
有
決
議
の
件

第
二
号
議
案
　

　
令
和
四
年
度
第
三
回
収
支
補
正
予
算

 

（
案
）
承
認
の
件

第
三
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
四
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
収
支
予
算
等（
案
）承
認
の
件

第
五
号
議
案
　

　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
開
催
の
決
議
の
件

第
六
号
議
案
　

　
公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に

　
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
定
す
る
件

第
七
号
議
案
　

　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
承
認
の
件

第
八
号
議
案
　

　
職
員
退
職
手
当
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

第
九
号
議
案
　

　
新
入
会
員
承
認
の
件

　
前
回
理
事
会
後
三
十
七
名
が
入
会

就
業
調
整
委
員
会

　
令
和
五
年
一
月
十
日（
火
）豊
北
事
務
所

隣
の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
地
区
班
会
議

を
行
い
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
十
名
で
し

た
。

議
　題

・
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

・
豊
北
地
域
合
同
会
議
に
つ
い
て

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
一
月
二
十
四
日（
火
）勝
山
公

民
館
に
て
、
剪
定
及
び
草
刈
班
リ
ー
ダ
ー

会
員
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
流

会
の
前
に
講
師
に
サ
ン
テ
レ
コ
ム
さ
ん
を

お
招
き
し
て
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
二
十

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

豊
北
地
域
地
区
班
長
会
議

開
催
日
　
令
和
五
年
二
月
二
十
二（
水
）

報
　告

○
　
第
一
回
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
後
の

　
　
活
動
等
に
つ
い
て

議
　題

○
　
令
和
五
年
度
の
普
及
啓
発
推
進
委
員

　
　
会
実
施
計
画（
案
）に
つ
い
て

議
　題

○
　
安
全
就
業
に
つ
い
て

○
　
接
遇
に
つ
い
て

○
　「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
適
正
就

　
　
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て

○
　
配
分
金
・
事
務
費
の
改
定
に
つ
い
てスマホ教室出前講座剪定・草刈班リーダー等交流会
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て
み
た
い
。

 

豊
北
地
域　
小

　山

　信

　彦

　

   

①
豊
北
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

業
務
。

②
孫
三
人
、
一
緒
に
通
学
し
孫
の
成
長
を

見
守
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

③
毎
日
２
ｋ
ｍ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
妻
と
一

緒
に
し
て
い
ま
す
。

④
ゴ
ル
フ
。
い
つ
ま
で
で
き
る
か
？

　
豊
北
地
域　
嘉
多
山

　
　
　譲

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
士
で
す
。

②
元
気
な
子
供
達
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、

楽
し
い
毎
日
で
す
。

③
早
寝
早
起
き
。

④
日
曜
大
工
と
観
光
地
巡
り
が
大
好
き
で

す
。　

豊
北
地
域　
木

　下

　澄

　子

①
駅
の
ト
イ
レ
と
施
設
の
掃
除
。

②
以
前
か
ら
地
区
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
駅
の
掃
除
を
行
っ
て
い
た
の
で
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
予
定
項
目
が
増
え
、
生
活
に
め

り
は
り
が
で
き
た
事
。

③
好
き
嫌
い
の
な
い
食
事
と
何
に
で
も
興

味
を
持
ち
、
行
い
、
で
も
無
理
は
し
な

い
事
。

④
日
舞
　
大
好
き
で
す
が
一
向
に
上
達
し

ま
せ
ん
。

　
読
書
　
只
今
中
古
本
を
収
集
中
で
す
。

豊
北
地
域　
佐
々
木

　信

　道

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
。

②
ず
っ
と
家
に
い
た
ら
曜
日
が
分
か
ら
な

く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
を
す
る
と

曜
日
、
時
間
を
意
識
で
き
る
。

③
散
歩
。

④
地
域
で
鹿
や
猪
が
増
え
た
の
で
、
箱
罠

を
仕
掛
け
て
退
治
す
る
事
。

　
豊
北
地
域　
末

　廣

　秋

　敏

①
主
に
草
刈
り
、
木
切
り
。

②
会
員
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
れ
た

事
。

③
シ
ル
バ
ー
の
作
業
が
出
る
事
。

④
古
文
書
を
読
む
事
。

　

　
豊
北
地
域　
西

　嶋

　玲

　子

①
介
護
施
設
で
週
２
日
、
八
時
か
ら
十
二

　
時
ま
で
掃
除
・
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

②
年
を
取
っ
て
も
、
働
け
る
環
境
に
い
る

こ
と
は
、
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
長

続
き
出
来
る
様
に
、
気
持
の
切
替
え
を

し
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
だ
い
た
い
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
し
ま

す
。
疲
れ
た
と
思
っ
た
時
は
、
早
寝
を

し
て
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
ま
す
。

④
少
し
ば
か
り
の
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
す
。
良
く
出
来
た
時
は
ひ
と
し
を
嬉

し
い
で
す
。
時
間
の
空
い
た
時
は
、
吊

る
し
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

　
豊
北
地
域　
林

　
　
　岩

　雄

①
旧
田
耕
・
阿
川
保
育
園
巡
回
点
検
業
務
・

剪
定
業
務
。

②
多
く
の
人
と
知
り
合
え
た
事
。
生
涯
の

仕
事
が
出
来
た
事
。

③
何
時
も
用
事
が
あ
る
事
。
友
達
が
い
る

事
。
あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
事
。

④
盆
栽
菊
を
作
る
事
。
俳
句
を
作
る
事
。

　

　
豊
北
地
域　
林

　
　
　勘

　一

①
私
は
剪
定
枝
の
木
く
ず
及
び
草
等
を
運

ん
で
い
ま
す
。

②
会
員
の
皆
さ
ん
と
会
話
し
た
り
、
一
般

の
話
を
し
た
り
、
会
え
る
事
で
す
。

③
一
日
１
キ
ロ
走
る
事
で
す
。

④
山
口
県
の
道
の
駅
を
廻
っ
て
妻
と
食
事

及
び
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
事
で
す
。

山
口
県
の
道
の
駅
を
全
部
廻
っ
た
事
で
す
。

　
豊
北
地
域　
古

　田

　
　
　昭

①
草
刈
の
草
、
剪
定
の
木
く
ず
の
片
付
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
響
に
２
ｔ
ダ
ン
プ

で
運
ん
で
い
く
。

②
会
員
に
な
っ
て
十
三
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
も
皆
さ
ん
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

③
昔
も
今
も
体
重
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
食
べ
る
こ
と
。

④
魚
釣
り
、
娯
楽
と
し
て
遊
技
場
に
行
く
。

　
豊
北
地
域　
村

　田

　勘

　治

①
人
員
が
少
な
い
の
で
草
刈
り
か
ら
片
づ

け
・
掃
除
な
ど
全
部
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
大
変
で
す
。
又
、
急
斜
面
の

草
刈
り
が
大
変
で
す
。

②
色
々
な
人
と
知
り
会
え
た
こ
と
が
良

か
っ
た
で
す
。

③
早
寝
早
起
き
、
適
度
な
運
動
。

④
休
み
の
日
に
パ
チ
ン
コ
を
す
る
こ
と
。

　
豊
北
地
域　
山

　西

　茂

　弥

①
主
に
草
刈
り
で
す
。
会
員
数
は
多
い
が
、

常
に
仕
事
に
出
る
の
は
十
五
人
位
で
す
。

草
刈
り
作
業
が
重
荷
に
な
る
事
が
有
り

ま
す
。

②
一
、
友
達
が
多
く
出
来
た
事

　
二
、
小
遣
い
が
出
来
た
事

　
三
、
色
々
な
場
所
に
行
き
、
生
活
が
変

　
　
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

③
特
に
な
い
で
す
が
、
自
分
で
は
気
を
付

け
て
い
ま
す
。
半
年
に
一
回
血
液
検
査

を
し
て
い
ま
す
。

④
休
み
の
時
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
パ
チ

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

豊
北
地
域　
磯

　部

　健

　三

①
主
に
草
刈
作
業
と
片
付
け
、
雑
木
切
り

な
ど
。

②
現
役
の
会
社
勤
め
と
違
い
、
今
の
生
活

を
基
準
に
考
え
る
事
が
出
来
、
後
は
、

万
全
な
体
制
で
作
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、

有
意
義
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、

感
謝
し
て
い
る
。

③
食
事
は
し
っ
か
り
取
る
。
そ
し
て
、
特

に
体
に
良
い
と
さ
れ
る
食
物
は
、
な
る

べ
く
取
り
入
れ
る
様
に
し
て
い
る
。
体

に
異
状
が
な
い
限
り
、
作
業
に
は
出
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

④
何
で
も
す
ぐ
興
味
を
も
つ
こ
と
で
多
趣

味
で
す
。
日
常
の
生
活
に
は
困
ら
な
い

程
度
の
こ
と
は
出
来
ま
す
。

　
豊
北
地
域　
岡

　本

　篤

　司

①
小
中
学
校
の
登
下
校
の
送
迎
。

②
仕
事
仲
間
と
会
話
す
る
中
で
、
知
ら
な

い
事
の
知
識
を
得
る
。

③
早
寝
早
起
き
を
す
る
様
に
な
っ
た
り
、

た
ま
に
で
す
が
足
腰
の
現
状
維
持
の
た

め
歩
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

④
趣
味
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
を
見
た
り

本
を
読
む
事
。
興
味
は
、
D
I
Y
を
し

①
現
在
の
就
業
内
容
は
？

②
入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

③
健
康
法
は
？

④
趣
味
や
興
味
の
あ
る
こ
と
は
？

豊
北
地
域
第
一
〜
四
班
の
会
員

さ
ん
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

　
ン
コ
か
な
。
他
に
こ
れ
と
言
う
物
は
な

い
で
す
。
平
和
が
一
番
で
す
。

　
豊
北
地
域　
吉

　木

　壽

　子

①
老
人
ホ
ー
ム（
施
設
）で
、
一
〜
四
階
ま

で
の
掃
除
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

②
今
ま
で
に
、
経
験
の
無
い
仕
事
で
す
が
、

仕
事
の
合
間
に
、
職
員
さ
ん
や
入
居
者

の
方
々
と
ち
ょ
っ
と
会
話
を
し
た
り
知

人
が
増
え
る
事
が
、
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

③
週
一
回
の
卓
球
と
、
月
三
回
の
脳
ト
レ

に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
身
体
を
動
か

す
運
動
は
好
き
で
す
が
、
脳
を
使
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
苦
手
!!
だ
け
ど
、
何
と

か
皆
に
つ
い
て
行
き
ま
す
。

④
裁
縫
や
庭
い
じ
り
が
好
き
で
す
。
小
さ

な
器
に
草
花
を
入
れ
て
見
る
の
も
好
き

で
す
。
自
分
の
知
ら
な
い
物
作
り
や
、

ア
イ
デ
ア
に
は
興
味
津
々
で
す
。

　
豊
北
地
域　
吉

　田

　
　
　香

①
月
に
三
回
個
人
宅
を
訪
問
し
、
室
内
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
始
め
て
二
年

半
に
な
り
ま
す
。

②
六
十
歳
で
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
介
護

の
仕
事
を
家
庭
の
事
情
で
辞
め
ま
し
た

が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
断
た
れ
た

よ
う
に
感
じ
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を

求
め
て
入
会
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方

と
触
れ
合
え
る
こ
と
が
楽
し
く
ま
た
、

掃
除
終
了
後
は
と
て
も
充
実
感
を
得
ら

れ
ま
す
。

③
近
く
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
骨
盤

体
操
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
散
歩
も
心

が
け
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
続
き
ま
せ

ん
。
な
る
べ
く
外
に
出
る
こ
と
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
好
き
で
す
。
他

　
は
、
時
間
が
か
か
り
な
か
な
か
進
み
ま

せ
ん
が
、
編
み
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
陰
地
区　
伊

　東

　靖

　人

　

　
私
二
十
歳（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
一
九

六
四
年
）頃
観
た
仏
伊
合
作
映
画「
太
陽
が

い
っ
ぱ
い
」（
一
九
六
〇
年
制
作
）は
私
を

「
映
画
好
き
」に
決
定
付
け
た
。
そ
の
映
画

は
、
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
の
出
世
作
で
、
独

り
舞
台
の
作
品
で
あ
る
。

　
貧
し
い
青
年
ト
ム
・
リ
プ
レ
イ（
ア
ラ

ン
・
ド
ロ
ン
）は
五
千
ド
ル
の
報
酬
で
、

米
国
の
金
持
ち
の
道
楽
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ

を
連
れ
戻
す
た
め
に
ナ
ポ
リ
に
や
っ
て
き

た
。
婚
約
者
と
遊
び
暮
ら
す
フ
ィ
リ
ッ
プ

か
ら
小
間
使
い
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
殺
意

を
抱
い
た
ト
ム
は
彼
を
殺
し
て
海
に
投
げ

込
む
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
偽
造
し
て
フ
ィ

リ
ッ
プ
に
な
り
す
ま
し
、
完
全
犯
罪
を
も

く
ろ
む
巧
妙
な
手
口
で
す
べ
て
を
手
に
入

れ
た
ト
ム
は
、
眩
し
い
太
陽
の
下
で
酔
い

し
れ
て
い
た
。
犯
罪
は
完
全
に
終
了
し
た

か
に
思
わ
れ
た
が
…
。

　
犯
人
側
か
ら
の
サ
ス
ペ
ン
ス
で
、
犯
人

の
心
理
や
行
動
が
非
常
に
興
味
深
い
。
そ

の
テ
ン
ポ
の
速
さ
は
観
客
た
ち
の
呼
吸
を

も
奪
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
の
犯
人
を
演
じ
た
の
が
あ
の
二
枚
目

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
で
、
そ
の
嫌
わ
れ
役
の

演
技
が
す
さ
ま
じ
い
。
ト
ム
役
に
抜
擢
し

た
監
督
ク
レ
マ
ン
は「
貧
し
く
恵
ま
れ
な

い
家
庭
に
育
っ
た
ド
ロ
ン
の
内
面
に
主
人

公
ト
ム
と
同
質
の
闇
と
野
心
を
見
い
だ
し

た（
後
日
談
）」の
だ
。」

　
そ
し
て
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
と
題「
太
陽

が
い
っ
ぱ
い
」の
日
本
語
タ
イ
ト
ル
名
が

凄
い
。

　
犯
罪
映
画
だ
か
ら
ど
ん
な
に
う
ま
く
逃

げ
て
も
最
後
は
捕
ま
る
だ
ろ
う
、
と
思
い

な
が
ら
観
て
い
る
と
太
陽
を
一
杯
浴
び
な

が
ら
、
犯
罪
の
成
功
と
背
徳
の
勝
利
に
安

堵
し
て
い
る
ト
ム
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て

い
る
。
た
っ
た
の
数
分
間
だ
が
、
犯
人
逮

捕
の
決
定
打
と
な
る
場
面「
船
上
げ
の

シ
ー
ン
」と「
女
性（
恋
人
）の
悲
鳴
」「
砂
浜

に
は
幸
福
感
に
酔
う
ト
ム
」そ
し
て「
電
話

で
す
」と
ト
ム
を
呼
ぶ
店
員
の
声
、後
に
は
、

「
太
陽
一
杯
の
真
夏
の
海
岸
」を
背
景
に
、

あ
の
有
名
な「
B
G
M
」が
流
れ
る
中
、

「
F
I
N
E
」に
な
る
。

　
こ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
い
つ
ま
で
も
心

に
刻
ま
れ
、
私
の
映
画
心
を
虜
に
し
た
。

山
場
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
は
定
評
の
あ
る

監
督
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
の
真
骨
頂
だ
。
監

督「
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
」。音
楽
は「
ニ
ー
ノ
・

ロ
ー
タ
」。
主
演「
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
」と
、

し
び
れ
る
ト
リ
オ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、「
リ
プ
リ
ー
」と
い
う
原
題
を

「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」と
し
た
映
画
翻
訳
家

で
あ
る
。

　
印
象
に
残
っ
た
台
詞
を
、
二
、
三
。

　
F「
僕
を
殺
し
た
い
と
思
わ
な
か
っ
た

　
　 

か
」

　
T「
今
度
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
前
に
二 

　
　 

度
」

　
F「
面
白
い
」

…
本
当
に
面
白
い
！

（
参
考
週
刊
「
二
十
世
紀
シ
ネ
マ
館
」
一

九
六
〇
年
講
談
社
）

題　目

映
画
散
歩
３

ー
私
を
映
画
好
き
に
し
た
映
画
ー

■
広
報
紙
に
記
事
を

　
　
　
　
　
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

　
就
業
及
び
日
常
の
体
験
や
健
康
・
趣
味

同
行
会
等
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

記
事
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
二
月
二
十
七
日（
月
）下
関
市

豊
北
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
豊
北
地
域
会
議

を
行
い
ま
し
た
。出
席
者
は
、
二
十
七
名
で

し
た
。

講
習
会

　
交
通
安
全
・
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

 

（
講
師
　
小
串
警
察
署
）

議
　題

・
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

・
本
所
・
事
務
所
か
ら
の
連
絡
お
よ
び
意

　
見
交
換

豊
北
地
域
会
議
開
催

　
営
農
に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
会
長
　
岡
　
村
　
喜
代
志

電
　
話
　
二
八
二
│
二
六
三
三

携
　
帯
　
〇
九
〇
│
一
一
八
四
│
六
一
四
一

営
農
同
好
会
入
会
者
募
集
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て
み
た
い
。

 

豊
北
地
域　
小

　山

　信

　彦

　

   

①
豊
北
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

業
務
。

②
孫
三
人
、
一
緒
に
通
学
し
孫
の
成
長
を

見
守
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

③
毎
日
２
ｋ
ｍ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
妻
と
一

緒
に
し
て
い
ま
す
。

④
ゴ
ル
フ
。
い
つ
ま
で
で
き
る
か
？

　
豊
北
地
域　
嘉
多
山

　
　
　譲

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
士
で
す
。

②
元
気
な
子
供
達
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、

楽
し
い
毎
日
で
す
。

③
早
寝
早
起
き
。

④
日
曜
大
工
と
観
光
地
巡
り
が
大
好
き
で

す
。　

豊
北
地
域　
木

　下

　澄

　子

①
駅
の
ト
イ
レ
と
施
設
の
掃
除
。

②
以
前
か
ら
地
区
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
駅
の
掃
除
を
行
っ
て
い
た
の
で
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
予
定
項
目
が
増
え
、
生
活
に
め

り
は
り
が
で
き
た
事
。

③
好
き
嫌
い
の
な
い
食
事
と
何
に
で
も
興

味
を
持
ち
、
行
い
、
で
も
無
理
は
し
な

い
事
。

④
日
舞
　
大
好
き
で
す
が
一
向
に
上
達
し

ま
せ
ん
。

　
読
書
　
只
今
中
古
本
を
収
集
中
で
す
。

豊
北
地
域　
佐
々
木

　信

　道

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
。

②
ず
っ
と
家
に
い
た
ら
曜
日
が
分
か
ら
な

く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
を
す
る
と

曜
日
、
時
間
を
意
識
で
き
る
。

③
散
歩
。

④
地
域
で
鹿
や
猪
が
増
え
た
の
で
、
箱
罠

を
仕
掛
け
て
退
治
す
る
事
。

　
豊
北
地
域　
末

　廣

　秋

　敏

①
主
に
草
刈
り
、
木
切
り
。

②
会
員
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
れ
た

事
。

③
シ
ル
バ
ー
の
作
業
が
出
る
事
。

④
古
文
書
を
読
む
事
。

　

　
豊
北
地
域　
西

　嶋

　玲

　子

①
介
護
施
設
で
週
２
日
、
八
時
か
ら
十
二

　
時
ま
で
掃
除
・
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

②
年
を
取
っ
て
も
、
働
け
る
環
境
に
い
る

こ
と
は
、
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
長

続
き
出
来
る
様
に
、
気
持
の
切
替
え
を

し
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
だ
い
た
い
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
し
ま

す
。
疲
れ
た
と
思
っ
た
時
は
、
早
寝
を

し
て
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
ま
す
。

④
少
し
ば
か
り
の
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
す
。
良
く
出
来
た
時
は
ひ
と
し
を
嬉

し
い
で
す
。
時
間
の
空
い
た
時
は
、
吊

る
し
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

　
豊
北
地
域　
林

　
　
　岩

　雄

①
旧
田
耕
・
阿
川
保
育
園
巡
回
点
検
業
務
・

剪
定
業
務
。

②
多
く
の
人
と
知
り
合
え
た
事
。
生
涯
の

仕
事
が
出
来
た
事
。

③
何
時
も
用
事
が
あ
る
事
。
友
達
が
い
る

事
。
あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
事
。

④
盆
栽
菊
を
作
る
事
。
俳
句
を
作
る
事
。

　

　
豊
北
地
域　
林

　
　
　勘

　一

①
私
は
剪
定
枝
の
木
く
ず
及
び
草
等
を
運

ん
で
い
ま
す
。

②
会
員
の
皆
さ
ん
と
会
話
し
た
り
、
一
般

の
話
を
し
た
り
、
会
え
る
事
で
す
。

③
一
日
１
キ
ロ
走
る
事
で
す
。

④
山
口
県
の
道
の
駅
を
廻
っ
て
妻
と
食
事

及
び
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
事
で
す
。

山
口
県
の
道
の
駅
を
全
部
廻
っ
た
事
で
す
。

　
豊
北
地
域　
古

　田

　
　
　昭

①
草
刈
の
草
、
剪
定
の
木
く
ず
の
片
付
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
響
に
２
ｔ
ダ
ン
プ

で
運
ん
で
い
く
。

②
会
員
に
な
っ
て
十
三
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
も
皆
さ
ん
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

③
昔
も
今
も
体
重
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
食
べ
る
こ
と
。

④
魚
釣
り
、
娯
楽
と
し
て
遊
技
場
に
行
く
。

　
豊
北
地
域　
村

　田

　勘

　治

①
人
員
が
少
な
い
の
で
草
刈
り
か
ら
片
づ

け
・
掃
除
な
ど
全
部
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
大
変
で
す
。
又
、
急
斜
面
の

草
刈
り
が
大
変
で
す
。

②
色
々
な
人
と
知
り
会
え
た
こ
と
が
良

か
っ
た
で
す
。

③
早
寝
早
起
き
、
適
度
な
運
動
。

④
休
み
の
日
に
パ
チ
ン
コ
を
す
る
こ
と
。

　
豊
北
地
域　
山

　西

　茂

　弥

①
主
に
草
刈
り
で
す
。
会
員
数
は
多
い
が
、

常
に
仕
事
に
出
る
の
は
十
五
人
位
で
す
。

草
刈
り
作
業
が
重
荷
に
な
る
事
が
有
り

ま
す
。

②
一
、
友
達
が
多
く
出
来
た
事

　
二
、
小
遣
い
が
出
来
た
事

　
三
、
色
々
な
場
所
に
行
き
、
生
活
が
変

　
　
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

③
特
に
な
い
で
す
が
、
自
分
で
は
気
を
付

け
て
い
ま
す
。
半
年
に
一
回
血
液
検
査

を
し
て
い
ま
す
。

④
休
み
の
時
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
パ
チ

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

豊
北
地
域　
磯

　部

　健

　三

①
主
に
草
刈
作
業
と
片
付
け
、
雑
木
切
り

な
ど
。

②
現
役
の
会
社
勤
め
と
違
い
、
今
の
生
活

を
基
準
に
考
え
る
事
が
出
来
、
後
は
、

万
全
な
体
制
で
作
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、

有
意
義
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、

感
謝
し
て
い
る
。

③
食
事
は
し
っ
か
り
取
る
。
そ
し
て
、
特

に
体
に
良
い
と
さ
れ
る
食
物
は
、
な
る

べ
く
取
り
入
れ
る
様
に
し
て
い
る
。
体

に
異
状
が
な
い
限
り
、
作
業
に
は
出
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

④
何
で
も
す
ぐ
興
味
を
も
つ
こ
と
で
多
趣

味
で
す
。
日
常
の
生
活
に
は
困
ら
な
い

程
度
の
こ
と
は
出
来
ま
す
。

　
豊
北
地
域　
岡

　本

　篤

　司

①
小
中
学
校
の
登
下
校
の
送
迎
。

②
仕
事
仲
間
と
会
話
す
る
中
で
、
知
ら
な

い
事
の
知
識
を
得
る
。

③
早
寝
早
起
き
を
す
る
様
に
な
っ
た
り
、

た
ま
に
で
す
が
足
腰
の
現
状
維
持
の
た

め
歩
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

④
趣
味
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
を
見
た
り

本
を
読
む
事
。
興
味
は
、
D
I
Y
を
し

①
現
在
の
就
業
内
容
は
？

②
入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

③
健
康
法
は
？

④
趣
味
や
興
味
の
あ
る
こ
と
は
？

豊
北
地
域
第
一
〜
四
班
の
会
員

さ
ん
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

　
ン
コ
か
な
。
他
に
こ
れ
と
言
う
物
は
な

い
で
す
。
平
和
が
一
番
で
す
。

　
豊
北
地
域　
吉

　木

　壽

　子

①
老
人
ホ
ー
ム（
施
設
）で
、
一
〜
四
階
ま

で
の
掃
除
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

②
今
ま
で
に
、
経
験
の
無
い
仕
事
で
す
が
、

仕
事
の
合
間
に
、
職
員
さ
ん
や
入
居
者

の
方
々
と
ち
ょ
っ
と
会
話
を
し
た
り
知

人
が
増
え
る
事
が
、
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

③
週
一
回
の
卓
球
と
、
月
三
回
の
脳
ト
レ

に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
身
体
を
動
か

す
運
動
は
好
き
で
す
が
、
脳
を
使
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
苦
手
!!
だ
け
ど
、
何
と

か
皆
に
つ
い
て
行
き
ま
す
。

④
裁
縫
や
庭
い
じ
り
が
好
き
で
す
。
小
さ

な
器
に
草
花
を
入
れ
て
見
る
の
も
好
き

で
す
。
自
分
の
知
ら
な
い
物
作
り
や
、

ア
イ
デ
ア
に
は
興
味
津
々
で
す
。

　
豊
北
地
域　
吉

　田

　
　
　香

①
月
に
三
回
個
人
宅
を
訪
問
し
、
室
内
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
始
め
て
二
年

半
に
な
り
ま
す
。

②
六
十
歳
で
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
介
護

の
仕
事
を
家
庭
の
事
情
で
辞
め
ま
し
た

が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
断
た
れ
た

よ
う
に
感
じ
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を

求
め
て
入
会
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方

と
触
れ
合
え
る
こ
と
が
楽
し
く
ま
た
、

掃
除
終
了
後
は
と
て
も
充
実
感
を
得
ら

れ
ま
す
。

③
近
く
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
骨
盤

体
操
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
散
歩
も
心

が
け
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
続
き
ま
せ

ん
。
な
る
べ
く
外
に
出
る
こ
と
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
好
き
で
す
。
他

　
は
、
時
間
が
か
か
り
な
か
な
か
進
み
ま

せ
ん
が
、
編
み
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
陰
地
区　
伊

　東

　靖

　人

　

　
私
二
十
歳（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
一
九

六
四
年
）頃
観
た
仏
伊
合
作
映
画「
太
陽
が

い
っ
ぱ
い
」（
一
九
六
〇
年
制
作
）は
私
を

「
映
画
好
き
」に
決
定
付
け
た
。
そ
の
映
画

は
、
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
の
出
世
作
で
、
独

り
舞
台
の
作
品
で
あ
る
。

　
貧
し
い
青
年
ト
ム
・
リ
プ
レ
イ（
ア
ラ

ン
・
ド
ロ
ン
）は
五
千
ド
ル
の
報
酬
で
、

米
国
の
金
持
ち
の
道
楽
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ

を
連
れ
戻
す
た
め
に
ナ
ポ
リ
に
や
っ
て
き

た
。
婚
約
者
と
遊
び
暮
ら
す
フ
ィ
リ
ッ
プ

か
ら
小
間
使
い
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
殺
意

を
抱
い
た
ト
ム
は
彼
を
殺
し
て
海
に
投
げ

込
む
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
偽
造
し
て
フ
ィ

リ
ッ
プ
に
な
り
す
ま
し
、
完
全
犯
罪
を
も

く
ろ
む
巧
妙
な
手
口
で
す
べ
て
を
手
に
入

れ
た
ト
ム
は
、
眩
し
い
太
陽
の
下
で
酔
い

し
れ
て
い
た
。
犯
罪
は
完
全
に
終
了
し
た

か
に
思
わ
れ
た
が
…
。

　
犯
人
側
か
ら
の
サ
ス
ペ
ン
ス
で
、
犯
人

の
心
理
や
行
動
が
非
常
に
興
味
深
い
。
そ

の
テ
ン
ポ
の
速
さ
は
観
客
た
ち
の
呼
吸
を

も
奪
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
の
犯
人
を
演
じ
た
の
が
あ
の
二
枚
目

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
で
、
そ
の
嫌
わ
れ
役
の

演
技
が
す
さ
ま
じ
い
。
ト
ム
役
に
抜
擢
し

た
監
督
ク
レ
マ
ン
は「
貧
し
く
恵
ま
れ
な

い
家
庭
に
育
っ
た
ド
ロ
ン
の
内
面
に
主
人

公
ト
ム
と
同
質
の
闇
と
野
心
を
見
い
だ
し

た（
後
日
談
）」の
だ
。」

　
そ
し
て
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
と
題「
太
陽

が
い
っ
ぱ
い
」の
日
本
語
タ
イ
ト
ル
名
が

凄
い
。

　
犯
罪
映
画
だ
か
ら
ど
ん
な
に
う
ま
く
逃

げ
て
も
最
後
は
捕
ま
る
だ
ろ
う
、
と
思
い

な
が
ら
観
て
い
る
と
太
陽
を
一
杯
浴
び
な

が
ら
、
犯
罪
の
成
功
と
背
徳
の
勝
利
に
安

堵
し
て
い
る
ト
ム
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て

い
る
。
た
っ
た
の
数
分
間
だ
が
、
犯
人
逮

捕
の
決
定
打
と
な
る
場
面「
船
上
げ
の

シ
ー
ン
」と「
女
性（
恋
人
）の
悲
鳴
」「
砂
浜

に
は
幸
福
感
に
酔
う
ト
ム
」そ
し
て「
電
話

で
す
」と
ト
ム
を
呼
ぶ
店
員
の
声
、後
に
は
、

「
太
陽
一
杯
の
真
夏
の
海
岸
」を
背
景
に
、

あ
の
有
名
な「
B
G
M
」が
流
れ
る
中
、

「
F
I
N
E
」に
な
る
。

　
こ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
い
つ
ま
で
も
心

に
刻
ま
れ
、
私
の
映
画
心
を
虜
に
し
た
。

山
場
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
は
定
評
の
あ
る

監
督
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
の
真
骨
頂
だ
。
監

督「
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
」。音
楽
は「
ニ
ー
ノ
・

ロ
ー
タ
」。
主
演「
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
」と
、

し
び
れ
る
ト
リ
オ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、「
リ
プ
リ
ー
」と
い
う
原
題
を

「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」と
し
た
映
画
翻
訳
家

で
あ
る
。

　
印
象
に
残
っ
た
台
詞
を
、
二
、
三
。

　
F「
僕
を
殺
し
た
い
と
思
わ
な
か
っ
た

　
　 

か
」

　
T「
今
度
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
前
に
二 

　
　 

度
」

　
F「
面
白
い
」

…
本
当
に
面
白
い
！

（
参
考
週
刊
「
二
十
世
紀
シ
ネ
マ
館
」
一

九
六
〇
年
講
談
社
）

題　目

映
画
散
歩
３

ー
私
を
映
画
好
き
に
し
た
映
画
ー

■
広
報
紙
に
記
事
を

　
　
　
　
　
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

　
就
業
及
び
日
常
の
体
験
や
健
康
・
趣
味

同
行
会
等
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

記
事
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
二
月
二
十
七
日（
月
）下
関
市

豊
北
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
豊
北
地
域
会
議

を
行
い
ま
し
た
。出
席
者
は
、
二
十
七
名
で

し
た
。

講
習
会

　
交
通
安
全
・
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

 

（
講
師
　
小
串
警
察
署
）

議
　題

・
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

・
本
所
・
事
務
所
か
ら
の
連
絡
お
よ
び
意

　
見
交
換

豊
北
地
域
会
議
開
催

　
営
農
に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
会
長
　
岡
　
村
　
喜
代
志

電
　
話
　
二
八
二
│
二
六
三
三

携
　
帯
　
〇
九
〇
│
一
一
八
四
│
六
一
四
一

営
農
同
好
会
入
会
者
募
集
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配
分
金
振
込
日

　
令
和
五
年
度
の
正
会
員
会
費
二
，
五
０

０
円
の
振
込
用
紙
を
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ

に
て
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま
し
た
の
で

西
中
国
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店
の
窓
口

に
て
振
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
窓
口
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
振
込
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
振
込
用
紙
で
他
の
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
　
な
お
、
豊
北
、
豊
浦
、
豊
田
、
菊
川 

　
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
は
、
各
事
務

　
所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
発
注
者
の
意
向
で
作
業
内
容
の
変
更
・

追
加
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
担

当
者
へ
必
ず
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　お
仕
事
説
明
会
の
開
催

　
令
和
五
年
一
月
二
十
七
日（
金
）長
府
東

公
民
館
に
て
お
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
五

名
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
長

中
部
地
域
第
四
地
区

　（
新
）崎
田
　
ユ
リ
エ  

（
旧
）増
本
　
保

　
＊
地
区
長
は
、
班
長
と
兼
任
し
ま
す
。

班
　長

中
部
地
域
第
四
地
区
二
班

　（
新
）崎
田
　
ユ
リ
エ  

（
旧
）増
本
　
保

中
部
地
域
第
五
地
区
第
三
班

　（
新
）山
﨑
　
健
一
郎  

（
旧
）野
津
　
丹

山
陰
地
域
第
一
地
区
第
三
班

　（
新
）河
津
　
誠 

　   

（
旧
）大
西
　
至

副
班
長

山
陽
地
域
第
一
地
区
第
一
班

　（
新
）日
髙
　
照
彦   

（
旧
）青
野
　
重
則

山
陰
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（
新
）髙
村
　
富
夫   

（
旧
）内
畠
　
昭

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
第

一
回
彦
ま
ち
ミ
ニ
駅
伝
大
会
前
の
清
掃
活

動
に
老
の
山
公
園
維
持
管
理
業
務
に
従
事

す
る
会
員
さ
ん
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 
俳

　句 

◆

　
　
　村
尾
　
　
寛

霜
月
に  
今
年
も
作
っ
た  

柿
す
だ
れ

大
寒
に  
孫
に
せ
が
ま
れ  

冬
花
火

　◆ 

川

　柳 

◆

　
　
　藤
田
　
善
昭

除
夜
の
鐘
欲
し
く
な
い
歳
一
つ
増
え

高
齢
者
生
き
て
る
報
せ
年
賀
状

地
域
班
の
地
区
長
・
班
長
・
副
班
長
の
交
代

  

清
掃
奉
仕
作
業

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
就
業
に
対
す

る
発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
は
、
内
税
方
式

（
税
込
み
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
請
求
の
内
訳
は
、「
会
員
の
就
業
に

対
す
る
配
分
金
」「
一
定
の
基
準
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
交
通
費
」「
配
分
金
に
対
す
る
定

め
ら
れ
た
事
務
費
及
び
作
業
に
対
し
て
か

か
っ
た
材
料
費
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
こ
れ
ら
も
す
べ
て
消
費
税
を
含
ん
で
お

り
ま
す
。

　
消
費
税
法
上
、
会
員
は
対
価
を
得
て
役

務
の
提
供
等
を
行
う
「
事
業
者
」
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
基
準
期
間
内
の
課
税
売
上
高 

（
配

分
金
の
証
明
額
）が
、一
千
万
円
以
下
の
場

合
は
免
税
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
五
年
十
月
一
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、

現
段
階
で
は
、
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金

に
含
ま
れ
る
消
費
税
の
一
部
を
セ
ン
タ
ー

が
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
就
業
先
で
、
車
を
駐
停
車
す
る
際
、
周

囲
へ
の
迷
惑
を
考
え
、
必
ず
近
所
の
方
等

に
了
承
を
得
る
な
ど
の
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
注

者
宅
で
の
モ
ラ
ル
に
反
す
る
行
為
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
信
用
を
損
な
う

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
な
わ

な
い
で
下
さ
い
。

　安
全
巡
回
指
導
　
　　

　
今
年
度
、
第
八
・
九
・
十
回
目
の
安
全

巡
回
指
導
を
下
関
本
部
に
て
実
施
し
、
安

全
配
慮
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

※
写
真
は
、
剪
定
作
業
現
場
に
て

　
令
和
五
年
一
月
二
十
八
日
（
土
）
彦
島

八
幡
宮
に
て
、
老
の
山
作
業
に
従
事
す
る

会
員
さ
ん
が
境
内
の
樹
木
の
剪
定
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
十
名
で

し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
資
格
は
「
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
」
で
す
。
健
康
管
理
は
、

就
業
す
る
た
め
の
基
本
で
す
。
市

の
健
康
診
査
や
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

  

剪
定
奉
仕
作
業

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？
配
分
金
の
こ
と

安
全
管
理

迷
惑
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

３月分 ４月２５日（火）

４月分 　５月２５日（木）

５月分 　６月２3日（金）

６月分 　７月２５日（火）

７月分 　８月２５日（金）

８月分 　９月２5日（月）

９月分 １０月２５日（水）

就業月 振込日　
配
分
金
の
支
払
い
は
、
口
座
振
込
み
が

原
則
で
す
。
未
だ
振
込
み
の
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
振
込
先
）

　
本 

　
　 

部
　
西
中
国
信
用
金
庫

　
豊
北
・
豊
浦
　
山
口
銀
行  

山
口
県
農
協

　
豊
田
・
菊
川
　
山
口
県
農
協

＊
配
分
金
に
は
、
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い

　
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　
昨
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に
つ
い

て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
西

中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七
―
五
九
〇
〇
）

　
八
月
十
四
日（
月
）・
十
五
日（
火
）の
間

を
勝
手
な
が
ら
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
十
六
日（
水
）よ
り
通
常
ど
お
り
業

務
を
再
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
下
さ
い
。

今
年
度
の
正
会
員
の
会
費
に
つ
い
て

お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

　
就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
緊
急

時
に
限
り
発
注
者
に
了
解
を
得
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

就
業
中
の
携
帯
の
使
用
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
会

議
・
行
事
・
講
習
会
・
お
知
ら
せ
・
広
報

紙
の
配
付
な
ど
利
用
目
的
を
限
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　
転
居
、
電
話
番
号
の
変
更
を
し
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

転
居
、
電
話
番
号
が
変
更
に
な
っ
た
ら

　
就
業
等
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
就
業

相
談
窓
口
は
、
予
約
制
な
の
で
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
　
所
　
各
事
務
所

　
伊
藤
嘉
貢
所
長
が
、
三
月
三
十
一
日
付

け
で
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

豊
田
事
務
所
の
異
動
の
お
知
ら
せ

作
業
内
容
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

就
業
相
談
窓
口

◆これからの技能研修・講習会の予定◆

区分

剪定

草刈

下関市立考古博物館

旧市民ふれあい農園

30人

30人

実施日時

令和5年5月22日㈪
午前9時～午後1時

（雨天の場合は翌日延期）
令和5年5月2日㈫

令和5年5月2日㈫
令和5年5月25日㈭
午前9時～午後1時

（雨天の場合は翌日延期）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

剪定就業者
及び
一般市民

草刈就業者
及び
一般市民

（申し込みは、電話にて事務局へ）
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配
分
金
振
込
日

　
令
和
五
年
度
の
正
会
員
会
費
二
，
五
０

０
円
の
振
込
用
紙
を
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ

に
て
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま
し
た
の
で

西
中
国
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店
の
窓
口

に
て
振
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
窓
口
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
振
込
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
振
込
用
紙
で
他
の
金
融
機
関
か

ら
の
振
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
　
な
お
、
豊
北
、
豊
浦
、
豊
田
、
菊
川 

　
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
は
、
各
事
務

　
所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
発
注
者
の
意
向
で
作
業
内
容
の
変
更
・

追
加
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
担

当
者
へ
必
ず
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　お
仕
事
説
明
会
の
開
催

　
令
和
五
年
一
月
二
十
七
日（
金
）長
府
東

公
民
館
に
て
お
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
五

名
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
長

中
部
地
域
第
四
地
区

　（
新
）崎
田
　
ユ
リ
エ  

（
旧
）増
本
　
保

　
＊
地
区
長
は
、
班
長
と
兼
任
し
ま
す
。

班
　長

中
部
地
域
第
四
地
区
二
班

　（
新
）崎
田
　
ユ
リ
エ  

（
旧
）増
本
　
保

中
部
地
域
第
五
地
区
第
三
班

　（
新
）山
﨑
　
健
一
郎  

（
旧
）野
津
　
丹

山
陰
地
域
第
一
地
区
第
三
班

　（
新
）河
津
　
誠 

　   

（
旧
）大
西
　
至

副
班
長

山
陽
地
域
第
一
地
区
第
一
班

　（
新
）日
髙
　
照
彦   

（
旧
）青
野
　
重
則

山
陰
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（
新
）髙
村
　
富
夫   

（
旧
）内
畠
　
昭

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
第

一
回
彦
ま
ち
ミ
ニ
駅
伝
大
会
前
の
清
掃
活

動
に
老
の
山
公
園
維
持
管
理
業
務
に
従
事

す
る
会
員
さ
ん
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

俳

　句 

◆

　
　
　村
尾
　
　
寛

霜
月
に  

今
年
も
作
っ
た  

柿
す
だ
れ

大
寒
に  

孫
に
せ
が
ま
れ  

冬
花
火

　◆ 

川

　柳 

◆

　
　
　藤
田
　
善
昭

除
夜
の
鐘
欲
し
く
な
い
歳
一
つ
増
え

高
齢
者
生
き
て
る
報
せ
年
賀
状

地
域
班
の
地
区
長
・
班
長
・
副
班
長
の
交
代

  

清
掃
奉
仕
作
業

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
就
業
に
対
す

る
発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
は
、
内
税
方
式

（
税
込
み
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
請
求
の
内
訳
は
、「
会
員
の
就
業
に

対
す
る
配
分
金
」「
一
定
の
基
準
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
交
通
費
」「
配
分
金
に
対
す
る
定

め
ら
れ
た
事
務
費
及
び
作
業
に
対
し
て
か

か
っ
た
材
料
費
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
こ
れ
ら
も
す
べ
て
消
費
税
を
含
ん
で
お

り
ま
す
。

　
消
費
税
法
上
、
会
員
は
対
価
を
得
て
役

務
の
提
供
等
を
行
う
「
事
業
者
」
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
基
準
期
間
内
の
課
税
売
上
高 

（
配

分
金
の
証
明
額
）が
、一
千
万
円
以
下
の
場

合
は
免
税
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
五
年
十
月
一
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、

現
段
階
で
は
、
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金

に
含
ま
れ
る
消
費
税
の
一
部
を
セ
ン
タ
ー

が
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
就
業
先
で
、
車
を
駐
停
車
す
る
際
、
周

囲
へ
の
迷
惑
を
考
え
、
必
ず
近
所
の
方
等

に
了
承
を
得
る
な
ど
の
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
注

者
宅
で
の
モ
ラ
ル
に
反
す
る
行
為
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
信
用
を
損
な
う

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
な
わ

な
い
で
下
さ
い
。

　安
全
巡
回
指
導
　
　　

　
今
年
度
、
第
八
・
九
・
十
回
目
の
安
全

巡
回
指
導
を
下
関
本
部
に
て
実
施
し
、
安

全
配
慮
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

※
写
真
は
、
剪
定
作
業
現
場
に
て

　
令
和
五
年
一
月
二
十
八
日
（
土
）
彦
島

八
幡
宮
に
て
、
老
の
山
作
業
に
従
事
す
る

会
員
さ
ん
が
境
内
の
樹
木
の
剪
定
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
十
名
で

し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
資
格
は
「
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
」
で
す
。
健
康
管
理
は
、

就
業
す
る
た
め
の
基
本
で
す
。
市

の
健
康
診
査
や
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

  

剪
定
奉
仕
作
業

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？
配
分
金
の
こ
と

安
全
管
理

迷
惑
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

３月分 ４月２５日（火）

４月分 　５月２５日（木）

５月分 　６月２3日（金）

６月分 　７月２５日（火）

７月分 　８月２５日（金）

８月分 　９月２5日（月）

９月分 １０月２５日（水）

就業月 振込日　
配
分
金
の
支
払
い
は
、
口
座
振
込
み
が

原
則
で
す
。
未
だ
振
込
み
の
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
振
込
先
）

　
本 

　
　 

部
　
西
中
国
信
用
金
庫

　
豊
北
・
豊
浦
　
山
口
銀
行  

山
口
県
農
協

　
豊
田
・
菊
川
　
山
口
県
農
協

＊
配
分
金
に
は
、
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い

　
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　
昨
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に
つ
い

て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
西

中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七
―
五
九
〇
〇
）

　
八
月
十
四
日（
月
）・
十
五
日（
火
）の
間

を
勝
手
な
が
ら
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
十
六
日（
水
）よ
り
通
常
ど
お
り
業

務
を
再
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
下
さ
い
。

今
年
度
の
正
会
員
の
会
費
に
つ
い
て

お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

　
就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
緊
急

時
に
限
り
発
注
者
に
了
解
を
得
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

就
業
中
の
携
帯
の
使
用
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
会

議
・
行
事
・
講
習
会
・
お
知
ら
せ
・
広
報

紙
の
配
付
な
ど
利
用
目
的
を
限
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　
転
居
、
電
話
番
号
の
変
更
を
し
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

転
居
、
電
話
番
号
が
変
更
に
な
っ
た
ら

　
就
業
等
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
就
業

相
談
窓
口
は
、
予
約
制
な
の
で
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
　
所
　
各
事
務
所

　
伊
藤
嘉
貢
所
長
が
、
三
月
三
十
一
日
付

け
で
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

豊
田
事
務
所
の
異
動
の
お
知
ら
せ

作
業
内
容
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

就
業
相
談
窓
口

◆これからの技能研修・講習会の予定◆

区分

剪定

草刈

下関市立考古博物館

旧市民ふれあい農園

30人

30人

実施日時

令和5年5月22日㈪
午前9時～午後1時

（雨天の場合は翌日延期）
令和5年5月2日㈫

令和5年5月2日㈫
令和5年5月25日㈭
午前9時～午後1時

（雨天の場合は翌日延期）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

剪定就業者
及び
一般市民

草刈就業者
及び
一般市民

（申し込みは、電話にて事務局へ）
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木屋川河川敷の桜木屋川河川敷の桜

第
148
号

　令
和
5
年
4
月
14
日

　編
集
発
行

　
　
　公
益
社
団
法
人

　下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　　編
集
委
員
会

令和
5年4月号  

2023

148

〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
TEL.083-782-0834
FAX.083-782-0835

豊北事務所
〒759-6312
下関市豊浦町大字黒井2275-7
TEL.083-775-4680
FAX.083-775-4681

豊浦事務所
〒750-0441
下関市豊田町大字中村43-1
TEL.083-766-1314
FAX.083-242-1316

豊田事務所 菊川事務所
〒750-0313
下関市菊川町大字田部747-7
TEL.083-287-0940
FAX.083-287-0942

公益社団法人 下関市シルバー人材センター
〒750-0066　下関市東大和町2－4－3　TEL.083-267-5900　FAX.083-267-3220

　
こ
の
度
、
事
業
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

県
の
最
低
賃
金
や
、
県
下
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
単
価
を
参
考
に
協
議
さ
れ
、
理
事
会

に
お
い
て
単
価
改
正
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

配
分
金
単
価
の
値
上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

発
注
者
様
の
大
き
な
経
済
負
担
と
な
り
ま

す
。
本
部
事
務
所
及
び
各
事
務
所
か
ら
事

前
の
お
願
い
を
行
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
も
見
積
時
及
び
就
業
前
に
は
、
必
ず
配

分
金
単
価
の
値
上
げ
に
つ
い
て
ご
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。
又
、
長
年
維
持
し
て
参

り
ま
し
た
１３
％
の
事
務
費
率
も
こ
の
た
び

１５
％
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
併
せ
て
発
注
者
様
へ
ご
理
解
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

不
明
な
点
が
ご
ざ
ま
し
た
ら
事
務
局
若
し

く
は
各
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
．
改
正
時
期

　
　
令
和
五
年
四
月
一
日
就
業
分
か
ら

配
分
金
見
積
基
準
単
価
及
び

　
　事
務
費
率
の
改
正
に
つ
い
て

【2】配分金見積基準単価

 13%    　　　  15%

【1】事務費

　毎
月
第
２
・
３
水
曜
日
　
九
時
か
ら
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

　豊
北
町
・
豊
浦
町
・
豊
田
町
・
菊
川
町

に
お
住
い
の
方
は
、
各
事
務
所
に
て
随
時

受
付
ま
す
。 

 
 

 

令
和
五
年
度
　

新
入
会
員
説
明
会
の
開
催
日
程  

 
 

 

現 行

 4月19日

 5月10日

 5月17日

 6月14日

 6月21日

 7月12日

 7月19日

 8月  9日

新入会員説明会の日程

職　　種

家事援助サービス

屋外・屋内清掃、除草

草刈

剪定

大工・左官・塗装

850円

850～900円

1,050～1,250円

1,250円

880円

880～940円

1,100～1,300円

1,300円

1,700円（2時間以内）
２時間超１時間毎850円

1,760円（2時間以内）
２時間超１時間毎880円

改　　正
（R5年4/1就業分から）現　　　行

配分金見積基準単価（1時間当り）

改　正
（R5.4/1
  就業分から）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

【
開
設
日
程
】

毎
月
、
第
３
金
曜
日

開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド
又
は
イ
ズ
ミ
の

商
品
券
を
進
呈
！

　
会
員
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会
し
た

場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入

会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は

イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し

ま
す
。
　

　
申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
に
ち

　
を
要
し
ま
す
。準
備
が
出
来
次
第
ご
連
絡

　
い
た
し
ま
す
の
で
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
員
に
な
れ
る
条
件

　
　
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
で
健
康
で

　
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
入
会
説
明
会
を

　
受
講
し
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

　
い
た
だ
け
る
方
。
会
費
を
納
入
し
て
い

　
た
だ
け
る
方
。

入
会
相
談
窓
口
開

 8月16日

 9月13日

 9月20日

 10月11日
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